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●2016年10月から北海道開発協会の事務室が1階になります。

10月 7日㈮
「公共建築の日」イベント2016　豊平館見学会
　主催／ 「公共建築の日」及び「公共建築月間」北海道地方

実行委員会、北海道開発局
　※詳細は32ページをご覧ください。

10月15日㈯
「公共建築の日」フェスティバルinモエレ2016
　主催／ 「公共建築の日」及び「公共建築月間」北海道地方

実行委員会、北海道開発局
　※詳細は33ページをご覧ください。

国営滝野すずらん丘陵公園
　10月 8 日㈯～11月 3 日（木・祝）
　紅葉まつり
　10月 8 日㈯、 9日㈰
　チューリップを植えよう
　　来春公園を彩るチューリップをお客さまに植えていただきます。
　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　45組／日
　　　●場　所　カントリーガーデンリフト山頂付近
　　　●時　間　13:30～15:00
　10月10日（月・祝）
　ダリアのミニブーケづくり
　　公園のダリアを使ったミニブーケを作ります。
　　　●参加費　300円（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　20名／回
　　　●場　所　東口休憩所
　　　●時　間　10:30～12:00、13:30～15:00
　10月22日㈯
　滝野の森スペシャルガイドツアー
　　 紅葉の深まる「滝野の森ゾーン」をガイドボランティアが
ご案内します。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　30名
　　　●場　所　森の交流館
　　　●時　間　10:00～12:30
　※ 詳細は当公園ホームページ（http://www.takinopark.
com/）をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）
までお問い合わせください。

10月18日㈫
第28回技術者交流フォーラムin稚内
地域に貢献する道北の農林水産技術とその環境
13:30～17:00　稚内サンホテル　 2 階「銀嶺」
　基調講演
　　「水産から見た環境調和型の沿岸域開発と利用」
　　　門谷　　茂　氏（ 北海道大学大学院水産科学研究院特任教授（名

誉教授））

　講演
　　「バイオマスに関する研究」
　　　竹内　英雄　（寒地土木研究所寒地農業基盤研究グループ長）
　　「地域住民は「流域」をどのように捉えているのか？」
　　　長坂　晶子　氏（北海道立総合研究機構森林環境部）
　　「宗谷からの情報発信」
　　　牧野　竜二　氏（特定非営利活動法人（NPO）ムーブユー）
　●定　員　100名
　●参加費　無料（事前申込み必要）
　主　催／国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所
　問い合わせ・申込先／
　　寒地土木研究所寒地技術推進室（担当：高柴、中村）
　　TEL 011-590-4046　FAX 011-590-4048
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　人が確実に減る北海道各地で「人と人のつなが
り」をどのように維持していくのかー。平成18年
9月、当協会の地域SNS『どっとねっと』がスター
トし、10周年の今年9月、社会実験の幕を閉じまし
た。ICTを活用して地域を活性化しようという動き
は当時全国的な動きで、特にSNSのはしりのmixi型
は多くの自治体が採用しましたが、最近は役目が終
わったとしてほとんどが姿を消しました。Facebook
やLINEなどの新たなSNSに移行したのですが、果
たしてこれらが、ソーシャル・キャピタルの蓄積に
寄与するかは疑問です。振り返れば『どっとねっと』
はICTで「つながり」を補完し集合知をも形成する
極めて稀なSNSだったようです。『どっと』の過去
2回の座談会の内容は、地域SNSに関する学会・論
文・記事リストに掲載されています。3回目で最後
の座談会も当誌にレポートする予定です。（草苅）

研究所だより




